
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師８
０％以上

・各自のマイプランを共有化できるフォ
ルダを作成し、月初めの学年部会で取り
組み状況を確認する。 B

・マイプランを作成し，サーバー内で保管することで共有化が図れ
ている。学力向上についての研修では，脳科学の知見を基に、こ
れまでの指導法を各自振り返った。学年部会の議題として取り上
げて，確実に月に１回以上取り組み状況を確認することとマイプラ
ンの更新を徹底していく。

B

・マイプランを基礎として、その時の状況に合わせて内容を変化さ
せたり、新たな視点を追加したりしながら、学力向上を意識した授
業が実践できた。そのため，学力状況調査では，数値目標の1.1を
達成することができた。次年度からは、１年生から６年生までの系
統的な学びを念頭に置き、学力向上に努めたい。

B
・職員アンケートによると、100％近くの職員が学校教育目
標の具現化へ向けて指導を行った、マイプランを活かすこ
とができたとしており、Aでもよいだろうが、さらに高めたい
という意欲の表れであるととらえました。

●全職員による教科等指導力及び学級
経営力向上に係る研修会の実施

●授業力向上やスキルアップ学習会を
通して長所や課題などを自覚することが
できる。９０％以上

・授業力向上授業を全員実施する。
・授業力向上シート(授業力に関するチェックシート)に
より、各チェック項目を視点に自分の授業力について
振り返る。
・スキルアップ学習会を実施し，授業力や学級経営力
を伸ばす。また，働き方改革にも繋げる。

B

・9月より授業力向上授業始され、基本的な力を確かめなが
ら授業を行い参観者の先生方に観点ごとに評価してもらっ
た。
・スキルアップ学習会では，学級経営や働き方、学期初めの
取り組みについてなど多くの先生に参加していただき研修を
することができた。

B

・授業力向上授業を多くの先生方に実践していただいた。授業技
術や学級経営のアイデアや掲示物など多くを学ぶことができた。
・1月に研究発表会に向けた見通しを持つためのスキルアップ学
習会を行ったが、その後は、コロナウイルスの影響でなかなか実
施することができなかった。

A

・国の学調では少しずつ結果の上昇がみられ、県の学力
状況調査においても県平均を上回る結果が多く出ている。
現6年生の4年時からの伸びも顕著である。これは、これま
での成果の表れであり、職員の取り組みの成果でもあると
考える。A評価でよいだろう。

●児童が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○全職員が全ての教育的活動と道徳科を関連
付け道徳科を要とした道徳教育を充実させる。
〇自分や友達のよさを見つめる「心の葉」を学期
に２回以上実施し、自他を思いやったり認め合っ
たりする心を育むと同時に寛容の心も育む。

・道徳科の授業づくりや単元づくりについての校内研
修を行う。
・道徳通信等で情報を共有する。
・「心の葉」を書く時間と場を設定する。また、子供の
記述を全校に紹介したり、授業に生かしたりする。

B

・道徳通信で授業づくりや単元づくりについての情報を共有
したことで、道徳教育に対する教員の意識が高まった。
・「心の葉」の取り組みを毎月１回実施した。放送で紹介した
り掲示をしたことで、児童の自他を思いやったり認め合ったり
する心が高まった。

A

・授業研究会を全校や小グループで行ったことで、道徳教育の授
業づくりや単元づくりなどの情報交換をすることができ、道徳教育
の充実につながった。
・「心の葉」を書く時間を設定したことで、自分や友達の良さに目を
向けることができ、共有するなど授業に生かすことができた。

A
・全国的に不登校数は、増えており5年間で1.7倍と聞いて
いる。本庄小学校でも、引き続き全校的に「心の葉」活動等
に取り組んでいただき、子どもたちに寄り添っていただきた
い。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止について、組織的に対応できて
いると答えた職員90％以上
○いじめや、いじめにつながる行為の有無に
ついて、職員間で共通理解を行う場を月２回
以上設ける。

・「いじめ・命を考える日」を中心にアンケート調査を
行い、情報を収集する。学年朝会等では、心を耕す
指導を行い、気になる児童には、毎日声を掛け内面
理解と関係づくりに努める。
・いじめ対応マニュアルを研修で周知し、全ての職員
がモラルやいじめに関する意識を高め，いじめの基
準を明確化し、早期対応ができるようにする。
・学年部会及び生徒指導全体会で、気になる児童や
学級の様子、対応等について共有する。

B

・毎月１日の「いじめ・命を考える日」を中心にアンケート調査を実
施し，情報取集できている。95％以上の児童が友達と仲良くでき
ていると答えている。反面，「困ったことがあったら相談している
か」の質問にCやDと答えた児童が1割以上いることから，相談でき
る雰囲気づくりに努めていく必要がある。
・いじめ防止について組織的に対応できていると答えた職員は
100％であった。いじめに関する研修では，グループワークを実施
し，意識を高めることもできた。
・学年部会や生徒指導全体会での共有や対応も密にできている。

A

・毎月１日の「いじめ・命を考える日」にアンケート調査を行い、気
になる点があった場合はすぐに聞き取りをしたり、養護教諭などと
も情報共有できた。直接教師に相談できずにいる児童も1割程い
るため，さらに細やかに児童を見守り関わっていく必要もある。
・いじめ防止について組織的に対応できていると答えた職員は96
％であり、半数以上が十分に達成できていると考えている。
・学年部会や生徒指導全体会での情報共有や対応の検討等は、
年間を通して確実に行われており、成果があるといえる。今後も以
上の取り組みを継続していく。

A

・児童アンケートからは、職員が子どもの話によく耳を傾け
ている様子が分かる。一方、困ったときに相談できないで
いる子どもも、15％ほどいる。様々な家庭の事情を抱えて
いる子どもも増えてきている。引き続き連携して子どもたち
を見守っていただきたい。地域としても、協力していく。

◎学ぶ意味を見出し、自分の目標達成
に向けて意欲的に，粘り強く取り組もうと
するための教育活動

○学習を通して、成果と課題を実感した
り、次の目標を立てたりすることができる
子供が80％以上。

・各教科等において育成すべき資質・能力を明確にした授
業・単元開発を行い、子供自身が主体的に問題解決したり、
自己調整しながら学びを深化させる授業実践を行う。
・道徳や特別活動等の時間に、学校生活を定期的に振り返
る機会を設定したり、キャリアパスポートを活用して年度始め
と年度終わりの自己の変容を捉えさせたりする。

B

・各教科で，単元や１単位時間で育成すべき資質・能力を明確にし，子供と
共有しながら学習活動を行うことができている。それをもとに，成果や課題を
見つけ，自分の学びを意識しながら学習に取り組むことができている子供が
75％であった。
・年間指導計画をもとに教科のつながりを意識しながら授業づくりを行うこと
ができている。今後は，学校行事の後や学期末等に自己の変容や成長を
振り返る機会を設け，キャリアパスポートに記録していく。

A

・４月から実施した「学び続けるアンケート」では，「粘り強く学習している」と
回答した子供が60％から80％に増えていた（4月から11月）。各教科で育成
すべき資質・能力を明確にし，子供と共有しながら学習指導を行った成果だ
と言える。
・年間指導計画をもとに授業づくりを行い，学校行事や学期ごとに生活や学
習を振り返る機会を設けることができた。来年度もキャリアパスポートを活用
して，子供自身が成長を実感できるものにしていく。

A

・職員が計画的に教育活動を展開できていると回答してお
り、児童アンケートからは、98％の子どもが学習中に先生
や友達の話を聞くことができていると回答している。その
日々の積み重ねが、粘り強く学習していることにつながっ
ているのではないか。

●「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

●「健康に食事は大切である」と考える
児童100％以上
●朝食摂取の児童割合90％以上

・保健便りや給食便り,アンケートを通して、保護
者や児童に啓発を行う。特別活動、家庭科、保
健の授業を通して、更なる健康・体つくりの意識
を高める。 B

・保健便りや給食便りを通した啓発活動だけでなく，日々の学級での指導を
通して食育を行うことができている。１学期末のアンケート調査の結果によ
れば，健康に食事が大切であると答えた児童が95％,朝食摂取の児童割合
は91.3％となっており、啓発活動に一定の成果が見られる。
・朝食の内容について見ていくと、主食のみの児童が全校児童の30％を占
めていた。学校内での実態を教職員や家庭と共有しながら，食育に取り組
んでいく。

A
・児童の学校評価アンケートによると97％の児童が朝食を取っていることが明らかに
なり，1学期よりも摂取率の向上が見られる。保健便りや給食便りを通した啓発活動
や，学級・家庭での指導によるものと考えられる。給食の残食については副菜・おか
ずについてはほとんど見られなくなったが，冬場になるにつれて牛乳を飲む児童や
偏食傾向にある児童に対する対応，黙食をはじめとしたコロナ禍でのテーブルマ
ナー等新たな課題が見えてきたので，次年度以降早急に対応していく必要がある。

A
・子どもの喫食率が高いことはうれしいことである。子ども
の貧困、ヤングケアラーの問題などは地域としても取り組
む必要が出てくるかもしれない。

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・ＰＣ管理による超勤時間を、個人の働き方へ還元
（働き方の見直し・修正）
・定時退勤日の徹底
・個人の業務の見直しを図り、内容の変更や削減等
につなげる。

B
・研修を実施し、働き方改革の趣旨について再度周知を行った。
・アンケートでは、約7割の職員が超勤の管理ができているとして
いる一方、時間管理の困難さを訴える声もある。
・金曜日の定時退勤日には、定刻とは言えないものの早めに帰ろ
うという意識が見られてきた。

B
・仕事のオン、オフという考え方が浸透しつつあり、忙しい時期とそうでない
時期の退勤時刻のメリハリがついてきている。そのことは、職員アンケート
の業務改善が良くできているとする職員が増加していることに表れている。
・業務改善が進まないとする職員も3割ほどおり、来年度へ向けた組織再編
による改善につなげたい。

B
・働き方が改善傾向ということではあったが、中間評価でも
最終評価でも業務改善が進んでいないと感じる職員がい
る。このことは、職員間の意識改革が進んでいないことの
裏返しでもある。もっと厳しい評価でもよい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○全職員による授業や教室環境等のユ
ニバーサルデザイン化の取組

○学級の実態を踏まえ、どの子も学べ
るような授業や教室環境等のＵＤ化を意
識したと回答する教員90％以上。

・定期的に個別の支援計画の評価・修正を行い、個
に応じた支援や学級全体の指導等の方向性を学年
担任や指導に関わる教員で連携して指導・支援を行
う。
・子供の思いや困り感に寄り添ったUD化を行うことが
できるように,授業力向上による授業実践や研修会を
通して相互評価を行うと共に，専門的知識や個別の
指導の在り方についての理解を深める。

B

・配慮を要する児童について保護者、職員、関係機関等と情報交換をし具体的な
支援を探ることができた教員100％を達成している。前期の評価・修正を行い後期
の指導・支援に生かしていく。
・UD化を意識して授業を行ったり，教室環境を整備することができた教員92％。後
期は授業力向上シートを用いた相互評価を引き続き行い，UD化の意識向上を目
指す。
・特別支援教育研修会を実施し，「障害のある子供達の抱える不安や想いと周囲
のサポートについて」の理解を深めることができた。

B

・全ての職員が配慮を要する児童について保護者，職員，関係機
関等と情報交換をし，具体的な支援を探ることができたと答えてい
る。支援日誌による日々の情報交換や必要に応じたケース会議
等により，子供理解や具体的な支援につなげることができた。
・UD化を意識して授業を行ったり，教室環境を整備したりすること
ができたと回答した職員は96％と向上が見られる。
・今後もそれぞれの学級にあった授業のＵＤ化や個別の支援を継
続し，その取り組みを評価・修正し，来年度に引き継いでいく必要
がある。

B
・アンケートから見ても、UD化を意識した教育実践が行わ
れていることが分かる。地域としても、子どもたちのサポー
トのために公民館や地域団体、保護者、学校がつながりを
持てるように連携を進めていきたい。

○生徒指導の充実

○全職員による基本的な生活習慣の確
立に向けた共通実践

○「児童の生活習慣における課題を把
握し改善したり予防したりするために、
具体的な実践を行っている。」と答える
教員の割合を９０％以上にする。

・確立させたい生活習慣と、それに対する実践的な手
立てについて全職員で共通理解を図り、具体的な指
導に活かす。
・生活目標を月別に定め、各担当が月に１回全校の
集いで話をし啓発を図る。
・月別目標とそれに対する各クラスでの具体的目標
を掲示し、職員と児童の意識を高める。

A

・生徒指導全体会の際に，翌月の生活目標達成のための具体的な手立てについ
て，学年グループでの話し合いを行っている。ホワイトボードにまとめ,各教室での
指導に生かしている。
・毎月の生活目標に合わせて，生活の話をIWBで行っている。 視覚的な支援をし
ながら丁寧な指導を行うことで，全職員での共通理解ができている。
・各クラスで具体的な目標を立てることで，職員と児童の意識が高まっている。
・具体的な実践を行っている教員の割合は９２％と達成できているため，今後は児
童の達成率１００％を目指し，教職員が十分達成できていると実感できるような指
導法を共有していく。

A

・毎月の生徒指導全体会で具体的な手立てについて話し合い，指導用端末や配布
物によって手立てを共有することで教室での指導に活かすことができた。
・担当者が毎月生活目標に合わせた話を丁寧に行ったことで，全職員が共通理解を
図ることができた。また，学年・学級の実態に合わせたより具体的な実践を行ってい
ただき、そのことについて生徒指導全体会で共有したことで、全職員に指導法や実態
の共通理解を図ることができた。
・年間を通して具体的な実践を行っている教員の割合は100％に達した。学校全体と
して児童の様子は落ち着いているため、自治的な集団に昇華することや「あいさつ」
「くつならべ」「言葉づかい」が子供たち同士で意識できるように仕組んでいきたい。

A
・格差社会といわれる世の中ではあるが、子どもはみな平
等である。社会の中で、不利益を受けさせないようにした
い。一方、長期休みや土日の過ごし方など気になる家庭が
多いことも事実である。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀市立本庄小学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力の向上に向けて、学習指導要領に即した資質・能力を育てるために、更なる授業改善の取組が必要である。

・全職員がＵＤ化の意識を高め、日々の教育活動を通して特別支援教育の更なる充実を図っていく必要がある。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

２　学校教育目標
　自ら学び（知）、豊かな心をもち（徳）、たくましく生きる（体） 本庄っ子の育成

　　　～ 「昨日の自分より、今日の自分」で やりぬく力 を身につける！～

３　本年度の重点目標

①　研究主題「学び続ける子供の育成」に向けて、「主体的・対話的で深い学び」の視点で授業改善に取り組む。

②　授業や教室環境等において、ユニバーサルデザイン化を推進する。

③　学校生活における基本的な生活習慣及び「学校の新しい生活様式」の徹底を図る。

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

５　総合評価・

　　次年度への展望

・全国学調や県学調の結果から、平均値を「１」とした数値のここ数年での変容を見ると、上昇傾向が見られている。このことは、職員の指導の成果であり、児童の学ぶ意欲の向上の表れであると考える。来年度は、学校力の向上をテーマに更なる職員の資質向上に取り組んでいきたい。
・業務改善については、3割程度の職員が不十分であるととらえている。来年度は、組織再編を機会に職員が見通しを持ち業務に取り組むことで、職員間が有機的につながり、より効率的にタイムマネジメントができるようにしていきたい。
・来年度は、特別支援学級の学級数が５→６学級へ増える。また、各クラスにおいてもコミュニケーションに課題を持ち、支援が必要な児童も見られる。特別支援教育に係る研修等を通し、児童理解や指導力の向上を図る必要がある。
・次年度は、コミュニティスクール元年として、様々な学校課題を地域と共有し、少しずつ改善に向けたつながりを作っていけるようにしたい。

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


